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日本語情報検索システムにおけるキーワード自動抽出
Automaticlndexing Methodsfor】nformation RetrievalSYStemOfJapaneseText

日本語文献の検索システムで,キーワMド付与作業の省力化と品質の#J一化を臼

的とした自動インテクシング方式として,日本語文構造解析方式と不要語除去方式

を設定し,プロトタイプによる実験を行なった｡郎i者は,キ】ワードの用語を限完三

した検索方式での利用を前提としており,各用語の■文法･意味情報を用いた日本語

‾丈の構造解析により,キーワードとその文中での位置づけや意味をも(ナわせて抽出

する方式で,抽出精度は80～85%であった｡後者は,キーワMドの用語を限定Lな

い検索方式での利用を前提にしており,汎用性,高速性,保工手性及びキーワmドの

抽出漏れの防止を主目的に考えられた‾方式で,抽出精度は約95%であった｡

□ 緒 言

日本語ワート:プロセリサを含むiウさノナ:人出力機器グ)瞥及と日

本占刑満車艮処埋技術の進歩により,iウミ7二や､仰吏名を含む日本語

帖報,‾丈苦情報を対象にLた情報検索システム建設のニーーズ

が高まっている｡実際,日本ヰ斗学技術情報センタ【では,

JOIS-ⅠⅠ(JICST OnlineInformation SysternII:科学技術

僻事艮のオンライン情報検索システム)1)を,日本特許情報セン

ターでは,PATOLIS(Patent OnlineInformation System:

特許情報検索システム)2)を,日本経捕新聞社では,NEEDS-

IR(NikkeiEconomic Electronic Data-Bank Service:新聞

記事検紫システム):;)をそれぞれ開発し,サー1ビス業務を開始

している｡また,企業内では,二れ仁Jの社外サービスとの連

動及び社内OA(Office Automation)グト一環とLて,特許柄弧

設請十情報及び文書情報の検索システムのイ鵜築が各所で進めJ)

れている〈-)

このようなこ状況を踏まえて,Ⅰ]_立聾望作所では,汁L同日本譜

情報検束ソフトウェアとして,HITAC Mシリーーズ計算機下

で幼くORION(Online Retriever ofInformation)を開発し製

品提供を開始しているが,機能の允1実が望まれている｡例え

ば,単に壬り三ごナ:をサポートしているだけでは十分でなく,使い

やすく効率よく運用できる機能の具備が求められている.〕具

体的には,情報検索では人道情報の苗桜か前提であることか

ん〕,情報入力苔寺亘【を作業グ)省力化が必要である｡ニの作業のう

ちインデックス付与作業は,入ル情報を解釈加+工する作業で

あり,単なる情報人力作業とは質の違った作業である､)この

ため,情報人力作業の省力化という点から,このインデック

ス付与作業の自動化かまず巧▲えられ,ニグ)ためのツール(日動

インテクシング)が求められている｡また､情報検索のインナ

ソクス(例えば,キーワード)は､大岩情報の中からI叶望情報

を知略間でこ探L出すための姑巨体であり,このインチソクス付

与精度が検束精度を大きく左右している｡､LかL,従来では

インデックス付与作菜を八丁に委jdていたため,付与作業‾荷

の個人差があってインデックス付与の品質の確保が難しいも

のとなっていた｡このた･め,インデックス付与の個人差の解

消と品質の確保という一存からも,インデックス付与自動化ツ

ールが求められている｡更に,OA⊂7)進展に伴いオフィス各

所で発生する′i正子化された文書の検索を可能とすることが要

r満されている｡二のためには,検索用のイ ンチソクス(例え
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ば,キーワード)の付与作業グ)日動化ツ【ルを構成機能とL

て,丈i書検索システムに組み込むことが必要となってきてい

る′1日､工磐望作析では.こズLらの要請に方仁ずるため,日‾本語1と

怖造解析‾方式と不要語除上方式のトニ‖馳インチクシンブの榊′先

IiH発を進めている.っ

以下､プロトタイプによる実験を踏まえて,方J(ク〕特徴,

過用対象などについて述べる｡

8 日本語情報検索システムにおける位置づけ

自動インチクシングシステムは,キーワ爪ド自動才由｢rl処理

と,そグ)校止処理を行なう各サブシステムかJブイ構成さ才L そ

の方式設定に当たっては,検索系と蓄横糸かノブ成る検身壬シス

テム全体にわたった連係を十分配慮する必繋がある(〕

図1に,日本語肺報処理システムの全体性をホす.二.

キーワード検索‾方式としては､次の2タイナl)があるL二)

(1)標準ターム方式

検索対象J引脱走されるが,キーワードとなる札語を標プ軒イヒ

Lて,表記の追いや同義語による検索再】九率刈)(検索納言れ牛

グ)補数)の什も‾Fをl坊く､1‾方式で,用語の‾文法･滋二昧情報をもと

に,キーワーードの文中での付二;琵づけや意味をもインチソクス

として合わせて検藷壬することで､検索過でナ率さ芦2)(検索ノイス

の術数)の向上を図ることも可能である(⊃

(2)フリーターム方式

キーーワ=ドとなる用語を制限しない‾方式で,処理‾方Jモが適

用対象に依存せず,新語の取込みも容易である｡ホストコン

ピュータの演算処理やファイルアクセス処理の高速化に伴い,

検索質問中の検索キー¶と同義語であるキーワーーードをもつすべ

ての文献を検索できる機能の実用化により,最近比】白二されて

きている〔〕

これらの検索‾方式に対んbする自動インチクシング方J℃とし

て､次の2ノナ∫℃を設定Lた{⊃

※1)検索再現率

※2)検索適合率

(検索‾文献中の適一切な‾丈l妖数)

(‾文献中で,本来検索されるべき‾文献数〕

(検索‾文献巾の適切な文献数)

(検索された仝‾文献数)

*
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自動読み仮名付与処理
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図l 日本語情報検索システムの全体像

蓄積系から構成される｡
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l→ 検索回答

日本語情∃振検索システムは,OR10Nを核とする検索系と,自動インチクシング処理やファイル更新処ま里を含む

(1)日本語文構造解析方式

あらかじめ登鈷されたキ【ワードとなる言葉と,その文法･

意味情報をもとに,日本語‾丈の構造解析を行なってキーワー

ドを選定する方式である｡

(2)不要碍除去方式

汎用性,高速性,保中性,検索漏れの防1Lを主目的にぢ-え､

不要語が多少含まれていても,キーワ【ドとなる言葉をiふ占れ

なく抽出する方式である｡

次章では,二の両方式について述べる｡

田 自動インデクシング方式

3.1 日本語文構造解析方式による自動インデクシング5)

漢ノi･二仙名まじり日本語文からのキ【ワード抽出と､各キ【

｢フードグ〕ローール(文一いでの二酎味的役割:①主体,(多寄休､

(卦時,④場所,(春満動,(すそグ)他の主題,の6椎)付与を

自動化し,それによって､省ノJ化と検索通子ナ率の向上をメユノJ

うものである｡以下,その処理方式について言祝明する(つ

(1)‾文節構成語の認完三

文了ヰ荘の変化爪で｢‾文節+分割L,その｢文節+と自立語杵且

付属語表を畔合さ1_と,手1詞,動詞,付属語の認左を行なう｡

(2)日本語‾文構造解析によるロ【ル付与

(a)日本語丈ノ門去を参J!そ号Lて,‾文構造を認延する｡

(i)複文パターン太巻将による俊文構造の認1立

(ii)′受身態から能動態への変換及び格の標準化

(ii0 日イこ語丈Jて一旦表参月くてによる倍支配関係の認て右

(i＼)名詞同上,三重体形用言の佗飾関係の認う立

(b)ニ大の条件により,ロールを付与する〔つ

(i)当該‾文節の上配する動詞

(ii)当該文節を構成する名詞の息昧

(iii)当該文節に付く付属語

〔例〕｢支配する+

米国が地中i毎を支配する｡
+__ + +_ + ]

甘 (み (亘

･米国が石油を支配する｡
+----_+ +_TJ +_+

Lも ･連) 毎)

壬下線:キ【ワ一ド､

(3)自動処理結果の確認と憺止のために,

川いて対話形で校止を行なう｡

当方式の処理手順を図2に示す｡
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(車:ロール番号

洪′‾i･ニビデオ端末を

3.2 不要語除去方式による自動インデクシング方式

姓丈帖鞄を対象とLた伸幸馴奏索システムでは,‾英‾文中かごJ

不要語を陳-+さL､残りの単語をキ【ワ【ドとする方式が実川

化されてし､るが,卜りゞJ治丈では,単語単イ立で分かち書きされ

ておご〕ず,重た,叫確な分1判規則がないことから､抽出の方J〔

を検討する必･安かあった｡以‾卜,処理‾方式について説明する′､

(1)iウ‡′州立れまじり日本語文の日動分かち‾洋き

日本語丈で重安なF言葉は,非平仮名で吉き表わされている

という1_l本譜グ)牛こ旨性を利口]Lて,｢史′ト列の分1判を行なう(

19×X年
末削く世界中

の石油を支配
Lた｡

ニュース文
(入力)

付属語表

約700語

校正リスト

H-8195

漢字プリンタ

文節構成語の認定

坦室
登園_:が
世界中二の

石 油:を

支 配:した

日本語文構造解析
によるロールづけ

(郵:
⑭
⑭
⑭

!旦旦王室

峯室

車重

星型

会話形校正
サフノシステム

自立語辞書

動詞約5,600語含む.

文節認定済み

ニュース文

注:アンダーライン(自動抽出

キーワード)

コロンの後の文字(付属語)

文 型 表

動詞約600分類
約1.700文型

インデックス付

ニュース文

注:アングライン(キーワード)
㊧(口…ルがl■×”である
ことを示す｡)

-■■

q■■■■-

19××年米国が
世界中の石油を支配Lた｡

(郵:1旦埜隻⑭:互垂
⑭:埋⑭:互匪

表示装置

入力鍵盤

H-9915

漢字ビデオ戌
校正済み
インデックス付

こユース文(出力)

図2 日本語文構造解析方式による自動インテクシング ニの方

式の処王里手順は,次の三つに大別される｡(り文節構成語の認定,(2)日本語文構

造解析によるロールつけ,(3)会話形式による自動抽出処王里結果の校正



(2)仁1‾､ウニ語の認立

付偶語表を梢いて､分かち若ききれた文節かご〕什械語を除

⊥こすることにより白カニi語を認完三する.,

(3)不安語グ)除上

不安語テーブルの‡至純語や,キーワーードの丈ノi･:列付ヒ成メi〔畔

をii‡】1i足Lない1′1立【講を!笥ミ上するし.､

処J型手順を図3に′]こすし

二二では,キ‥ワーードを,図4グ)斜線で岡まれた領1或1勺の

丈ノう巧りとう主義Lている〔=】

8 プロトタイプによる実験･評価

前3章で述べた‥11j方式の実現什を検討するため,表1に示

す‾文献を対象とLたフ､■ロトタイプを作成し,実版･評価を行

な/ノた､二､

各プログラムはアセンブリ言語で記述きれており,そ〝)梢

文データ

ファイル

文字列分割

724語

付 属 語 表
作成サブシステム

付 属 語 表

キーワードテーブル

作成サブシステム

キーワードテーブル

分割単位
ファイル

文節認定

文節

ファイル

不要語除去

複合
キーワード

ファイル

980語

平仮名 自立語
作成サブシステム

平仮名自立語テーブル

不要語テーブル
作成サブシステム

不要語テーブル

図3 不要語除去方式による自動インデクシング ニの方式の処理

手順は,毒矢の三つに大別されるっ(=漢字イ反名ましり日本語文の自動分かち書き

(2)文節の中から自立語を認定するt,(3)不要語の除去

1又は2文字･】
3文字以上

非平仮名

2接接
//////////////////////

文尾亘頁

季語語

とを-

な除
る〈
語と

不要語

文字 列 芯蒜レ違憲誓言た
複合語

/
/

珍
キーワードテーフル葺錦語
/ /ソ///////_/ノ////////

仮名

文字列

1

ん
/

図4 不要語除去方式におけるキーワードの定義例 斜線で囲ま

れた部分をキーワードとする｡
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表l 自動インテざクシングの適用データ 自動インテクシング方式の

適用テ【タとして,日本語文構造解析方式については外電記事文を,不要語除

去方式については｢日立評論+のタイトルと要旨を用いた｡

自動インテクシング方式 実 験 対 象 デ
ー タ 報告書数 センテンス数

日本語文構文解析方式 夕十 電 記 事 文 281 】′225

36】不要語除去方式 ｢日立評論+のタイトルと要旨 78

表2 自動インテクシングのプロトタイプの構成と性能 各処理

プログラムは,アセンブリ言語で記述されている｡処壬里時間はHlTAC M-180

換算で,日本語文構造解析方式が合計で435nlS/センテンス,不要吉吾除去方式が

合計で65.lnlS/ノ′センテンスである｡

方式 処‡里プログラム名 ステップ数 所要メモリ 性 能 備 考

造日

f膵本
析語
方文

式構

文節構成言吾の認定

処王里
3kS 60kバイト

2′640ms′/

センテンス
使用計算機

HITAC8350
文構造解析によるロ

一ル自動付与処王里

】2kS 120k/ヾイト
650rns/

センテンス

不

要
手玉二

除
去

方

式

文字列分･割処王里 l.9kS 13,3kノヾイト
8.8r†1S/

センテンス

使用計算機

HiTACM-180文節認定処王里 1.4kS 40_3kバイト 2岩プ買ジス
不一要語除去処理 l.1kS 7.3kバイト

4l.9rT†S/

センテンス

注:略語説明 kS(キロステッ70)

戌,ステ､ソフ■数,｢斤+蒙古追及び1センテンス当たりのヤ土工J処

増時間は,表2に′Jミすとおりであるっ

500什/11(10‾万件/年)のチーク更新を名▲える±,l二l動インナ

クシング処ゼ_帥帥りはHITAC M-180換算で,F卜本譜‾文構造解

析ガン〔ではCPU(中央処坤装i巨=処理時間で約15.8分∴克行帖

作りで約1時間,不要語除プ÷方式では,それぞれ約2.5分,約10

分程度であり､大岩二のデーー一夕出所には後布か過している(な

お,各処吉即引笥は,原理実験を目的としたブロトタイプに上

るものである)｡

図5に,抽出結果の編集J-rl力様∫じをホす.〕

表3,4に,抽｢H処理精度を′Jこす｡

1+ン†く語丈怖造解析方プじにおける糀度は,一昨二書架削各用語に

関する.打.詞肺幸泣や意味分粕情報などか登鎚されているっ)の出

_呪.漕いカバー-中■三'3;,‾丈刊真の出現構文カバー率に大きく依存
Lており,+左前の語い調イたによって収紬された用語押詰や丈

/1i■壬去(図2参上!てそ)をもとにした外屯記一事‾丈デーータ,1,225セン

テンスグ)実験では,l■1_■jカバー率90%,文節構成語f央完三純度り■

85～90?ゎ.ロール付与椛†空80～85%程度であった.二､

ヰニん■式は･抽出されるキーワ【ドに,主体,客体といった文

中でグ)付二r2壬づけや,場卜叶,時などの意味情報が付加1されるの

で的確な検索に役立つが,一般には,日本語丈の表現形態の

多様きかご〕､,作詩や‾丈刊表の追加･華さ備に追われることがjニ

想され,分野限芯形の利開方法となる｡

不要語除上方J(♂)｢‾日_立評論一一夕イトルと要旨,361センテ

ンスに対する過川実験では,‾丈′j-:列分割粘度98.5ヲ占,文節認

石三枯度95.3%柑度であった｡本方式の実用化には,両--一一的な

キーワードの二正義に従わないキーワードや､不要語に対する

例外辞書グ)充実及び正確な褐fナ語分て別技術が必要となる｡今

※3) カバーヰて

※4) 純 度

し呈出駈豊里螢×100
(出現語延べ数)

(止処理数

(.対象総数 ‡×100
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記事番ぢ∴ 111()225⊂)ア 丈番号:

<人力筒丈>

770107≠い-ター一次則夫統風 景与も対策大綱を発表

<処理> 1D作成tく分(

IJK 番号1ミ キ…ワ…ド

主文 1(カヵー･ター

4 ⑥対策

非パ 7 ③77り107

プロセス制御システムは幸斐維化,F‡■;1純化する帆i小二あ

アナログ抑臥 郎妾ディジタル削‡凱

番号 R キーワ】ド

2(丑次期人祝言頂

5 ⑥人納

番号 R キーWワード

3 ⑥景妄も

6 ⑤発表

(a)日本語文構造解析方式の例

その詣.妄1‾,エンソニヤリング,.汁裳二1ニー･Jiち･と■に多大の時間を必要とLている｡

mケンス制御枚ひ盲i‾許級別御をナナ理的に結たLた総ナナ計装システム,｢ユニトロⅣ¶ルシグマシ

｢ユニトロールシグマシリーズ賀は,従米の1-E

に,マイクロコンヒュータ

二の解決のために,

】ズ+を開発した｡
｢ユニトロー▲ルEシり---ズ.を総で㌢計装システムの立場かごj見なおしてモジュール化するととも

L､惟能シ叫仁｢九結√㌻の合理化を｢ラ】ったもグ)である〔不軌ま､その封本の構成.方式について糾介する｡

(b)不要語除去方式の例

図5 自動インテクシング適用例 日本語文構造解析方式の適用例では,同一主文中のロール(r･可)とキーワードがl対となって示される｡ニニで｢非パ+と

は,文型表によらない口一ル付与不要語除去方式では,アンダーライン部分がキーワードと認定されたことを示す｡

表3 日本語文構造解析方式による自動インテクシングプロトタ

イプの処理精度 表Iの外電記事文に対Lて,出現語いカバー率,出現構

文カバー率がそれぞれ90%であるときの処理精度である｡

項番 評 価 項 目 精度(%)

l 文 節 構 成 語 認 定 85～90

2

仁】

】

ノレ

付
与

複 文 構 造 認 定 94～98

3 格 支 配 関 係 認 定 86～91

4 体 言 支 配 関 係 認 定 90､95

5 ロ
ー

ル 付 与 精 度 80へ85

表4 不要語除去方式による自動インテクシングプロトタイプの処

理精度 衷lの｢日立評論+のタイトルや要旨に対する処理精度である｡

項番 評 価 項 目 精度,語数

l 文 字 列 分 割 精 度 98.5%

2 文 節 車力 定 精 度 95.3%

3 キ

l

ワ

】

ド

キーワードと正Lく認定されたもの 4′384語

4 不要語と誤認されたもの 136語

5 小 計 4′520語

6 不

要

語

不要語と正しく認定されたもの 9′470言吾

7 キーワードと言呉認されたも(乃 3′573語

8 小 計 13′043語

9 キーワード認定精度

(項さ荒ミ去｡,
97.0%

10 トワード認定適合率

(項さ荒ミ去7,
55.1%

】l 不要語除去精度

(項漂ミ去了)
72.6%

12 キーワードテーブルに1祝言録する必要のある語数 51語

13 不要語テーブルに収毒素する必要のある語数 し972語

回の実験では,例外辞書を用意しない場合,キーワードとほ

ほ1司数の不要語がキーワ【ドと誤認された｡しかし,本方式

は,適用分野によって例外辞書の登録語は異なるが,抽出ア

ルゴリズムに分野依存惟がなく,また人による校j上情報をも

とにした辞書の自動登錨が可能であり,汎用性,保守件に富

むシステムに拡張できると考えられる｡

プロトタイプは,特定分野の日本語‾丈を対象とする一専用シ

ステムとして試作され,自動インデクシング方式の実現性を

確認することができたが､実用化を図るためには,適用対象
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に応じた柔軟な柚Hl方式を設完三できる日本語処理機能のツー

ル化,辞書作成技術の汎用化及び複合語分割処理技術の向上

が必要である｡.

史に,校j上プロセスでは､自助抽出結果の校正と,それを

もとに袖山方式や辞書類の更新が行なわれるが,これをシス

テムの学習プロセスとぢ‾え､学習メカニズムの導入か必要で

ある｡

B 結 言

日本語情報検索システムでの情報蓄積作業の省力化,付与

インデックスの品質の均質化及びOAの進展に伴う電子化され

た‾文書を検索可能とすることを実現するツ【ルとしての自動

インチクシング方式について,その適用対象,利用目的を考

慮して次の2方式を示した｡

(1)日本語文構造解析方式

(2)不要吉吾除去方式

更に,両方式についてプロトタイプによる実験を行ない,

それJ〕の三定規性を確認Lた｡両方式の実用化には,自動イン

チクシングのためグ)複でナ語分割,同義語認定などの日本語処

埋技術のツール化,才由出処埋及び占幸吉の拡充のための学習メ

カニス､ムの研究,更に,OAシステム適用のための′ト形化など

が,/今後の課題とLて残されてし-る｡これらの解決のために

は,より高し､処理精度を得るため処理手法のもつ目標精度に

対する効果の評価と,意味解析,i淡話解析の導入を検討して

ゆく必要かあると考える｡二れらの解決により,より侍し､や

すい日本語情報検索システムの運用が可能になるとともに,

OAシステムに有機的に結合された文吉検索システムの建設が

可能になると期待している｡
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